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論 文 の 要 旨 
本論文は、フランスの精神病理学者であり哲学者であるウジェーヌ・ミンコフスキー（Eugène Minkowski , 
1885-1972）の思想を、哲学と精神病理学を統合するような視点で捉えることによって、その現代的意義を剔
抉しようとするものである。 

















































































審 査 の 要 旨 
１ 批評 
本論文は、精神病理学の古典とされながら、現在は真摯に顧みられることの少ないウジェーヌ・ミンコフ
スキーの思想を、その哲学的側面と精神病理学的な側面の両方を考慮することによって分析、検討し、その
現代的な意義を再評価しようとする意欲的な論文である。最終試験では、精神病理学者ピエール・ジャネに
ついての独自な議論に関して、「生きられた接触」が隠喩などの言語表現とどのような関係にあるのか、ま
た形而上学的な連続性の思想と人間学一般がどのような関係にあるのか、「浸透」概念の意義の広がりなど
について、活発な質疑応答がなされた。そのうえで、治療論についての論述がやや分量的に足りなくて説得
力に欠けること、「人格的」と「個人的」といった概念が曖昧に理解されていること、そして各章の関係の
有機的な結びつきがやや弱いことなどが指摘されたが、このことは本論文の学際的な性格から帰結するもの
でもあり、その意欲的な論述の学術的意義を貶めるものではない。 
 
２ 最終試験 
  平成２８年２月３日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で合
格と判定された。 
 
３ 結論 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。 
